
熊野町民体育館でのJMAT活動報告熊野町民体育館でのJMAT活動報告 広島共立病院　院長　村田　裕彦

　2018年7月の西日本豪雨土砂災害で広島県
では全23市町に被害が及び、死亡109人、行
方不明5人、全壊・半壊4000戸以上という大
きな被害を出しました。（9月10日現在）。被
災された皆様に謹んでお見舞い申し上げると
ともに、被災地の復興を心よりお祈り申し上
げます。
　当院では、災害医療支援としてJMAT
（Japan Medical Association Team：日本医師
会災害医療チーム）や災害支援ナースの派
遣を、生活支援としてボランティア派遣な
どを微力ながらさせていただいております。
JMATは単日2回の出動で、いずれも熊野町
民体育館でした。
　7月11日（水）に安佐医師会経由で広島県医
師会からのJMAT要請FAXが病院に届きまし
たので、翌日からの派遣可能の返事をいたし
ました。早速7月12日（木）に先遣隊として当
日中の派遣要請があり、直ちに医師3名・看
護師2名・薬剤師1名・事務1名のチームを編
成し、物資を整え現地に向かいました。交通
渋滞で現地到着まで3時間かかりました。避

難所は仮設クーラーが設置され環境は整いつ
つありました。現地保健師さんの要請で9名
を診察。災害カルテを作成し、傷の処置や薬
の処方などを行いました。避難者が多く、継
続的なJMATの派遣が必要と判断し、県医師
会に報告いたしました。

　2回目は8月5日（日）です。広島県臨床検査
技師会が行うDVT（深部静脈血栓症）検診へ
の同行を要請されました。技師会チームは6
名、JMATは当院の医師1名・検査技師1名・
事務1名と、地元の安芸地区医師会医師1名・
事務1名の計5名のチームでした。40名の検診
を行い、疑いの方1名が発見できました。発
症率が比較的少ないのは避難所での予防策が
功を奏していたと言えます。保健師さんや継
続派遣のJMATの皆様に敬意を表します。
　全国的に災害は頻発してきていますが、そ
の経験から支援体制も整いつつあります。当
院としてはこれからも災害に備えて準備して
行きたいと思います。

▲7月12日（木）JMAT先遣隊

▲8月5日（日）DVT検診
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「摂食嚥下リハビリテーションと最近のトピックス」「摂食嚥下リハビリテーションと最近のトピックス」

　食物を口から取り込み胃まで移送する運動は嚥下と呼ばれている。加齢やさまざまな
疾病による嚥下機能の低下を摂食嚥下障害と呼び、食べる楽しみを喪失するだけでなく、
肺炎や窒息、低栄養や脱水などにより命に関わる。嚥下機能の評価は嚥下造影検査や
嚥下内視鏡検査を実施した上で、摂食嚥下障害の治療の第一選択はリハビリテーション
とされている。本講演では、摂食嚥下障害診療の最近のトピックスとして、咽頭や食道
の圧を検出することにより客観的に機能を評価可能なHigh Resolution manometryと、
大脳を直接刺激して、脳活動を変化させ、脳可塑性を利用して嚥下機能を改善させる非
侵襲的脳刺激治療とニューロリハビリテーションについて紹介した。

重松　孝 先生

　広島共立病院では、8月30日に職員48名の参加で
災害医療研修会Disaster ABCを開催しました。座学
として災害医療の特徴について村田院長より講義を
受けた後、「トリアージ」「治療」「通信／情報管理」
の各スキルブースに分かれての学習でした。参加者
全員が役割を交代しながら体を動かして、それぞれ
のアクションを確認しました。参加した職員からは
「情報を正しく伝えることの大切さや難しさを実感
した」「自ら患者役になることで、患者の視点から
スタッフがどう動くべきかを考えることができた」
などの感想が出されました。
　続いて9月22日には、職員74名の参加で大規模災
害の実働訓練を行いました。南海トラフ地震を想定

し、多数の負傷者を受け入れる訓練でした。発災後、
災害対策本部を設置し、院内の被害状況を把握。現
地指揮所の指揮のもとトリアージポスト、赤・黄・
緑・黒ポストを設営し、災害モードへ。職員が扮す
る模擬患者をトリアージして治療していきました。
転送患者の選定、EMISへの訓練入力、DMATや医
療救護チームの受け入れ、避難者への対応などを盛
り込みながら訓練が進んで行きました。実際の受け
入れ現場を想定して動いてみる中で、改善すべき点
や課題を確認することができました。
　いつ発生するかわからないのが災害です。いざと
いうときに、地域から求められる医療を継続して提
供できる病院となるよう、今後も訓練と学習を続け
ていきます。

ZOOM IN

第3回災害医療研修会&第７回大規模災害訓練

広島共立病院オープンカンファレンスダイジェスト

2018年度 広島共立病院災害訓練

9月22日㈯ 大規模災害訓練9月22日㈯ 大規模災害訓練
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　高齢化が進む本邦で心房細動は上昇の一途をたどり最もあ
りふれた遭遇する機会の多い不整脈(common disease)である。
発作的なものから持続するもの、症状があるものから無いも
のなど様々である。
　心房細動の背景因子として高血圧症は非常に多く梗塞、出
血合併のいずれにおいても血圧管理は重要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　に対する抗凝固療法の導入とそ
の薬剤選択肢が増えた。しかしワルファリンのみであった時代よりも一人ひとりの患者さんに合っ
た適応を知りリスクを評価し多角的な視点で薬剤選択する必要があると思う。

　当院では2004年に演者が当院に赴任して以来手関節鏡手術
を行っているが、その代表的な対象疾患は、三角線維軟骨複
合体（TFCC）損傷、橈骨遠位端骨折、手関節部靭帯損傷、
手関節部軟骨損傷および手関節部ガングリオンである。
　本講演では、手関節手術の実際を動画などを用いて紹介し、
その適応や有用性について報告した。

　簡単な自己紹介並びに、当院皮膚科での診療内容を臨床像
を供覧しながら説明した。
　演者が経験してきた重篤な皮膚科救急疾患の症例を供覧し、
当院皮膚科では対応困難な症例を説明した。患者が不幸な転
機をたどることのないよう、高度医療機関と連携し安全な治
療を行ってゆく。
　終わりに、当科での診療実績や今後目指してゆきたい皮膚
科像を提示した。

広島共立病院オープンカンファレンスダイジェスト

広島共立病院　皮膚科　坂本　旭 医師
「当院での皮膚科診療について」

広島共立病院　循環器内科　山科　周介 医師
「心房細動患者さんに出会ったら」

広島共立病院　副院長・整形外科部長　市川　誠 医師
「当院における手関節鏡手術の実際」

　また近年直接経口抗凝固薬(Direct Oral Anti Coagulants:

DOAC)の出現により心房細動
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●とき：2018年10月23日(火) 19:00～20:30
内容：第36回特別講演「胃がん内視鏡検診の現

状と問題点」
講師：広島大学病院 消化器・代謝内科 診療教授 

伊藤　公訓先生
●とき：2018年11月14日(水) 19:00～20:30
内容：第37回特別講演「感染症の適正評価と

抗菌薬の適正使用」
講師：広島大学大学院 医歯薬保健学研究科 　

救急集中治療医学教授 志馬　伸朗先生
●とき：2018年12月12日(水) 19:00～20:30
内容：第44回安川河畔カンファレンス（YRC）3演題

広島共立病院
オープンカンファレンス
※会場は全て、広島共立病院 5階セミナールームです

10月から骨密度測定（DEXA法）の委託検査を始めます。当院との委託契約が必要です。
ご不明な点がありましたら地域連携室までご連絡ください。地域連携室だより地域連携室だより

第2・第4土曜日を休診にさせていただいております。　　　　 とは事前予約が必要です。　　　　 とは予約無しでも受診可能です。診 療 案 内
（2018年10月版）
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